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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第２四半期 20,195 － 378 － 444 － 309 －

2021年12月期第２四半期 26,602 △0.2 994 37.8 957 55.6 2,193 535.1

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第２四半期 15.86 －

2021年12月期第２四半期 112.59 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第２四半期 49,710 29,656 59.7

2021年12月期 54,209 29,696 54.8

（参考）自己資本 2022年12月期第２四半期 29,656百万円 2021年12月期 29,696百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 0.00 － 20.00 20.00

2022年12月期 － 0.00

2022年12月期(予想) － 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,200 － 350 △85.2 300 △86.6 200 △91.2 10.26

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2022年12月期第２四半期の業績（2022年１月１日～2022年６月30日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を2022年12月期の期首から適用してお
ります。このため、当該基準を適用する前の2021年12月期の経営成績に対する対前年同四半期増減率は記載してお
りません。

（２）財政状態

２．配当の状況

３．2022年12月期の業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を2022年12月期の期首から適用し
ており、上記の業績予想は当該会計基準等を適用した後の数値となっております。このため、当該基準適用前の
2021年12月期の売上高に対する増減率は記載しておりません。
2021年12月期と同様の基準で算出した2022年12月期の売上高予想および増減率は以下の通りとなります。
　通期　54,340百万円（△1.3％）



（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                  ： 無

③  会計上の見積りの変更                    ： 無

④  修正再表示                              ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期２Ｑ 21,452,125株 2021年12月期 21,452,125株

②  期末自己株式数 2022年12月期２Ｑ 1,968,424株 2021年12月期 1,968,367株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期２Ｑ 19,483,727株 2021年12月期２Ｑ 19,483,844株

※  注記事項

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの影響による行動制限が緩和されたことなど

から、徐々にではありますが回復基調となりました。しかしながら、ウクライナ情勢不安の長期化等の影響による

エネルギー価格や原材料価格の高騰に加えて、急激な円安の進行による物価上昇等により、景気の先行きは依然不

透明な状況となりました。

　食品業界ならびに当社の主力分野であるチーズ業界におきましては、個人消費はやや持ち直しが見られるもの

の、物価上昇等もあり、依然として消費者の節約志向が継続しました。さらに、行動制限が緩和されたことによる

外食産業向け需要が回復する一方で、コロナ禍を背景とした物流の混乱や遅延の長期化による海外輸送費の高騰お

よび主要産地における生乳生産量が減少したこと等による国際的な乳製品価格の上昇が顕著となりました。

　このような厳しい市場環境のもと、当社といたしましては、４月にチーズ製品の販売価格改定を実施するととも

に需要喚起の対策を進めました。さらに、経費の削減、販売の促進および生産能力の増強と生産効率の向上を目指

し、全生産ラインの安定稼働に引き続き努めました。また、ウクライナ情勢を巡る地政学リスクの高まりが長期化

することによるエネルギー価格や原材料価格の更なる上昇が見込まれます。これらは、当社の主力分野である乳製

品相場の一段の上昇要因となることから今後の国際的な乳製品需給動向に注視してまいります。

　なお、第１四半期会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を

適用しております。そのため、当第２四半期累計期間における経営成績に関する説明は、前第２四半期累計期間に

当該基準を適用したと仮定して説明しております。

　これらの結果、当第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高は201億９千５百万円（前年同四半期比

103.4％）となりました。一方、営業利益は、原材料価格の上昇による原価高によって、３億７千８百万円（前年

同四半期比40.9％）となり、経常利益は４億４千４百万円（前年同四半期比50.2％）、四半期純利益は、前年同四

半期累計期間に固定資産売却益及び補助金収入が計上されていたことから、３億９百万円（前年同四半期比

14.4％）となりました。売上高の内訳はチーズ部門が187億７千万円（前年同四半期比103.2％）、チョコレート部

門が10億５千９百万円（前年同四半期比104.3％）、ナッツ部門が３億１千４百万円（前年同四半期比103.7％）、

その他部門が５千万円（前年同四半期比143.3％）となっております。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期会計期間末の資産は、売掛金が22億２千２百万円、現金及び預金が17億１千８百万円、有形固定

資産が９億５千９百万円減少したこと等により、前事業年度末と比較し44億９千８百万円減少し、497億１千万

円となりました。また、負債は、短期借入金が20億円、未払費用が７億６千２百万円、買掛金が７億９百万円、

未払法人税等が４億４千２百万円、未払消費税等が４億１千５百万円減少したこと等により、前事業年度末と比

較し44億５千８百万円減少し、200億５千３百万円となりました。純資産は、前事業年度末と比較し３千９百万

円減少し、296億５千６百万円となりました。

②キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは10億６千８百万円の収入となりました。主な要因は税引前四半期純利益

および減価償却費の計上、売上債権の減少による収入であります。（前年同四半期は41億５千８百万円の収入）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは１億⒉千８百万円の支出となりました。主な要因は有形固定資産の取得

による支出であります。（前年同四半期は１千４百万円の収入）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは23億９千６百万円の支出となりました。主な要因は短期借入金の減少に

よるものであります。（前年同四半期は３億９千５百万円の支出）

　以上の結果、当第２四半期会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末と比較し13億４千４百万

円減少し、59億２千６百万円となりました。（前事業年度末は72億７千万円）

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、当第２四半期累計期間において、売上高は予想通りに推移いたしました。利益面につ

きましては、原材料価格の上昇を抑制したことによる原価低減や設備メンテナンスの計画変更による修繕費等の減

少および円安進行に伴う為替差益を計上したことから、営業利益、経常利益、四半期純利益が前回発表予想を上回

る見込みとなりましたので2022年７月28日に「第２四半期業績予想の修正に関するお知らせ」を開示しておりま

す。なお、通期の業績予想につきましては、原材料価格の上昇および為替相場の変動による影響が不確定であるこ

とから据え置きとしております。今後、業績見通し等に変更が生じる場合には速やかにお知らせいたします。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年12月31日)

当第２四半期会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,682,785 5,964,061

電子記録債権 258,712 242,752

売掛金 12,793,582 10,571,413

商品及び製品 2,894,755 2,425,681

仕掛品 114,976 166,966

原材料 1,187,511 2,034,843

前払費用 150,597 152,261

未収入金 265,011 284,114

未収消費税等 － 43,955

短期貸付金 1,012 521

その他 29,859 60,786

貸倒引当金 △2,600 △1,400

流動資産合計 25,376,205 21,945,958

固定資産

有形固定資産

建物 16,009,251 16,020,035

減価償却累計額 △4,174,762 △4,616,952

建物（純額） 11,834,489 11,403,083

構築物 852,535 854,835

減価償却累計額 △471,098 △497,395

構築物（純額） 381,437 357,439

機械及び装置 21,750,500 21,956,641

減価償却累計額 △14,521,643 △15,260,992

機械及び装置（純額） 7,228,856 6,695,649

車両運搬具 90,474 89,910

減価償却累計額 △81,678 △81,436

車両運搬具（純額） 8,795 8,474

工具、器具及び備品 670,560 682,582

減価償却累計額 △535,025 △560,036

工具、器具及び備品（純額） 135,534 122,546

土地 3,691,198 3,691,198

建設仮勘定 1,418,795 1,461,047

有形固定資産合計 24,699,107 23,739,440

無形固定資産

電話加入権 11,091 11,091

商標権 14,466 13,407

諸施設利用権 9,492 9,107

ソフトウエア 135,200 97,604

ソフトウエア仮勘定 － 2,240

無形固定資産合計 170,250 133,451

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年12月31日)

当第２四半期会計期間
(2022年６月30日)

投資その他の資産

投資有価証券 1,418,271 1,445,095

関係会社株式 624,310 599,784

従業員に対する長期貸付金 198 81

長期前払費用 2,786 34,328

長期未収入金 760,160 690,140

前払年金費用 980,844 1,023,239

繰延税金資産 78,168 －

その他 112,520 112,863

貸倒引当金 △13,595 △13,595

投資その他の資産合計 3,963,665 3,891,938

固定資産合計 28,833,024 27,764,829

資産合計 54,209,230 49,710,787

負債の部

流動負債

電子記録債務 24,161 23,308

買掛金 5,097,602 4,388,010

短期借入金 11,000,000 9,000,000

リース債務 13,693 13,320

未払金 335,606 286,243

未払法人税等 519,428 77,369

未払消費税等 415,469 －

未払費用 5,038,045 4,276,002

預り金 150,752 106,388

設備関係電子記録債務 9,190 10,812

株主優待引当金 7,100 －

役員賞与引当金 40,000 －

その他 110,069 111,027

流動負債合計 22,761,118 18,292,482

固定負債

リース債務 170,947 164,287

退職給付引当金 1,313,819 1,321,522

繰延税金負債 － 8,933

長期未払金 257,577 257,577

その他 9,007 9,007

固定負債合計 1,751,351 1,761,327

負債合計 24,512,469 20,053,810
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年12月31日)

当第２四半期会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,843,203 2,843,203

資本剰余金

資本準備金 800,000 800,000

その他資本剰余金 1,722,860 1,722,860

資本剰余金合計 2,522,860 2,522,860

利益剰余金

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 1,490,249 1,444,397

別途積立金 19,100,000 19,100,000

繰越利益剰余金 5,363,030 5,328,301

利益剰余金合計 25,953,279 25,872,699

自己株式 △2,316,485 △2,316,572

株主資本合計 29,002,858 28,922,190

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 693,902 716,288

繰延ヘッジ損益 － 18,498

評価・換算差額等合計 693,902 734,786

純資産合計 29,696,760 29,656,977

負債純資産合計 54,209,230 49,710,787
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（単位：千円）

 前第２四半期累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

売上高 26,602,951 20,195,218

売上原価 15,504,589 16,678,239

売上総利益 11,098,362 3,516,978

販売費及び一般管理費 10,103,697 3,138,916

営業利益 994,664 378,061

営業外収益

受取利息 496 786

受取配当金 42,500 30,373

為替差益 47,056 153,952

収入賃貸料 610 －

資材売却益 1,437 1,848

その他 12,269 9,904

営業外収益合計 104,370 196,864

営業外費用

支払利息 19,875 11,922

賃貸資産費用 1,552 －

遊休資産費用 76,159 72,728

関係会社支援費用 44,153 44,366

その他 109 1,074

営業外費用合計 141,850 130,091

経常利益 957,184 444,834

特別利益

固定資産売却益 1,593,121 －

補助金収入 719,700 －

特別利益合計 2,312,821 －

特別損失

固定資産廃棄損 50,570 1,094

工場移転費用 91,149 －

減損損失 1,820 －

関係会社株式評価損 － 24,525

特別損失合計 143,540 25,619

税引前四半期純利益 3,126,466 419,215

法人税、住民税及び事業税 701,000 34,000

法人税等調整額 231,805 76,120

法人税等合計 932,805 110,120

四半期純利益 2,193,660 309,094

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 3,126,466 419,215

減価償却費 1,389,374 1,303,651

減損損失 1,820 －

固定資産廃棄損 50,570 1,094

固定資産売却益 △1,593,121 －

補助金収入 △719,700 －

工場移転費用 91,149 －

関係会社株式評価損 － 24,525

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △40,000 △40,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 64,777 7,703

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,747 △1,200

支払利息 19,875 11,922

受取利息及び受取配当金 △42,997 △31,160

受取損害賠償金 － △996

為替差損益（△は益） △46,799 △142,878

売上債権の増減額（△は増加） 2,343,496 2,238,129

棚卸資産の増減額（△は増加） 336,359 △430,247

その他の流動資産の増減額（△は増加） 2,300 18,326

前払年金費用の増減額（△は増加） 34,273 △42,394

その他の固定資産の増減額（△は増加） 10,415 38,134

仕入債務の増減額（△は減少） △426,524 △708,444

未払費用の増減額（△は減少） △445,077 △629,456

未払消費税等の増減額（△は減少） 40,414 △415,469

未収消費税等の増減額（△は増加） － △43,955

その他 109,501 △118,705

小計 4,297,829 1,457,795

利息及び配当金の受取額 42,997 31,160

利息の支払額 △19,981 △12,009

工場移転費用の支払額 △183,608 －

損害賠償金の受取額 － 996

補助金の受取額 89,520 70,020

法人税等の支払額 △67,849 △479,761

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,158,906 1,068,199

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △395,905 △38,014

定期預金の払戻による収入 395,598 442,815

有形固定資産の取得による支出 △1,596,976 △394,489

有形固定資産の除却による支出 △1,270 △134,500

有形固定資産の売却による収入 1,612,258 －

無形固定資産の取得による支出 △1,000 △2,240

投資有価証券の取得による支出 △1,597 △1,612

短期貸付金の増減額（△は増加） △115 490

その他 3,110 △938

投資活動によるキャッシュ・フロー 14,102 △128,488

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △180 △87

短期借入金の増減額（△は減少） － △2,000,000

配当金の支払額 △388,051 △389,391

その他 △7,386 △7,033

財務活動によるキャッシュ・フロー △395,618 △2,396,511

現金及び現金同等物に係る換算差額 21,240 112,235

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,798,631 △1,344,565

現金及び現金同等物の期首残高 7,270,892 7,270,613

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,069,523 5,926,047

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。収益認識会計基準等の適用による変

更点は以下のとおりです。

１．販売促進費等の顧客に支払われる対価

　従来、直接的な代金請求先を顧客と認識していましたが、収益認識会計基準における顧客の定義に照らして「対価

と交換に企業の通常の営業活動により生じたアウトプットである財又はサービスを得るために当該企業と契約した当

事者」を顧客として認識し、当該顧客に支払われる対価（顧客からの別個の財又はサービスに対する支払いの場合を

除く）を取引価格から控除しております。

２．一時点で充足される履行義務

　商品又は製品の国内販売において、従来、出荷時点で収益を認識しておりましたが、着荷時に収益を認識する方法

に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会計期間

の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに従前の取扱いに

従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当第２四半期累計期間の売上高は7,243,831千円、売上原価は145,570千円、販売費及び一般管理費は

7,069,360千円それぞれ減少し、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益がそれぞれ28,900千円減少しておりま

す。また、利益剰余金の当期首残高への影響はありません 。

　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28－15項に定める経過的

な取扱いに従って、前第２四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりませ

ん。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計

基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会

計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。
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（追加情報）

　新型コロナウイルス感染症の影響について、前事業年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した仮定から重要

な変更はありません。

部門別売上高
合計

チーズ チョコレート ナッツ その他

顧客との契約か

ら生じる収益
18,770,287 1,059,945 314,973 50,011 20,195,218

（収益認識関係）

　当社は食料品の製造・販売業の単一セグメントであるため、顧客との契約から生じる収益（全て一時点で移転され

る財又はサービス）の分解情報については、以下のとおり部門別に記載しております。

　当第２四半期累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年６月30日）

（単位：千円）
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